
＜普通会計の歳入歳出総額＞

一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率

全会計を対象とした実質赤字額（または資金の不足額）の標準財政規模に対する比率

一般会計等が負担する元利償還金および準元利償還金の標準財政規模に対する比率

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率

公営企業ごとの資金不足額の事業規模に対する比率

人件費など経常的な経費の経常的な一般財源に対する比率

※実質赤字額、連結実質赤字額、資金不足額がないため「－」を記載

※平成30年度は、７月豪雨災害による公共施設などの災害復旧
　や被災者支援対策などのため一部取り崩しましたが、年度中
　に再度積み立てました。

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

資 金 不 足 比 率

経 常 収 支 比 率

残高
（前年からの増減） 説　明

財
政
調
整
基
金

市
債
調
整
基
金

公
共
施
設
等

整
備
基
金

201億円
（+４億円）

14億円
（±０億円）

161億円
（+３億円）

　年度間の財源不足に備える目的で
設置している基金で、市税の歳入の
増減や災害への対応など、財源が不
足する年度に活用します。

　市債の償還に必要な財源を確保す
る目的で設置している基金で、償還
期限を繰り上げて市債の償還を行う
場合や、年度によって市債の償還が
多額になる場合に活用します。

　防災・減災事業や施設の老朽化な
どに対応する目的で設置している基
金です。
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1,207億円
38.1%
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12.1%

公債費
329億円
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平成30年度
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、財政の健全性に関する比率を公表しており、岡山市は平成30
年度決算において健全化判断比率４指標および資金不足比率の全ての基準をクリアしています。

健全化判断比率４指標などの状況

歳入歳出決算額の推移など
財源調整のための基金残高市債残高の推移

詳細は、財政課ＨＰ内の「平成30年度決算（案）の概要」、
「岡山市の財政状況［第21版］」をご覧ください。

　岡山県内で販売された宝くじの収益金は、岡山県および岡山市
の収入になります。
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果
、
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、
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収
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付
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込
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災
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こ
の
よ
う
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き
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す
。◆決算規模

　平成30年度の普通会計の決算額は、
歳入が3,329億円、歳出が3,170億円と
なっています。
　歳入から歳出を差し引くと159億円
の黒字となりますが、ここから令和元
年度に繰り越した事業に充てる経費を
差し引いた92億円が実質的な黒字（実
質収支額）となります。

◆平成30年度決算とは
　市の会計は基本的な経費を経理する
「一般会計」と、特定の事業を経理す
る「特別会計」や「事業会計」で構成
されています。
　ここでは、地方公共団体同士を比べ
るために用いる「普通会計」について
決算状況のあらましを説明します。

○宝くじは身近なまちづくりに役立てられています
　平成30年度の歳出決算額を目的別に分類する
と、福祉のための経費である民生費が38.1％と
最も多く、続いて教育費が16.5％、土木費が
12.1％、公債費が10.4％などとなっています。

◆歳出
～福祉に使ったお金が一番多く1,207億円～

　平成30年度の歳入決算額のうち最も多いのは、
市民の皆さんに納めていただいた市民税・固定
資産税などの市税収入で、1,276億円です。この
市税収入は、歳入全体の38.3％を占めています。

◆歳入
～重要な市税収入1,276億円で歳入全体の38.3％～

宝くじは、
岡山県内で
買ってね！
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